
事業内容
事業実施
日時・期間

事業実施
場所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び人数

事業費
（千円）

1
ストレスを抱える女性の自己
回復力向上のための人材育

成事業

石巻地域の女性たちが発災に起因する精神的な苦痛、生
活環境、職場からくるストレスとうまく付き合い、自ら回復す
る力を付け、女性の能力がさらに生かされる地域づくりに
つなげることを目指し、コーチング・レジリエンス・メンタルヘ
ルスの資格者の養成、ブラッシュアップ、ネットワーク構築
を行う。

通年(前期からの
継続事業)

石巻市内 4
石巻地域及び周辺地域に住む
女性

5,546

2
女性と社会をつなぎ多様性の
ある地域づくりを目指すイン
ターンシップ・スクール事業

地域の女性の社会参画を支援し、女性の視点を活かした
地域づくり、女性活躍推進を目指し、スキルアップとイン
ターンの２コースにわけたスクール事業を実施する。
・託児付き講座（パソコン、自己分析、セルフケア等）
・地元企業または、NPO等でのインターンシップ。

令和２年６月１５日
から令和３年３月３
１日まで

石巻市内 2
石巻地域及び周辺地域に住む
女性

3,437

3 創業支援事業

・石巻やその周辺地域の起業者等にインキュベーションオ
フィスとしてスペースの一部を貸し出す。
・地域で求人する企業・団体と、就労を希望する人とをマッ
チングし、地域の雇用促進を図る。
・創業支援等に関するセミナーを開催し、地域経済の活性
化と雇用促進を図る。

通年(前期からの
継続事業)

石巻市内 1

宮城県内にて事業を営む事業者
や経営者
又、潜在している起業家
就労希望者

14

4 おうち仕事
手仕事（制作）を依頼したい企業と共同で、ママたちへ内職
を提供する。

通年(前期からの
継続事業)

石巻市内 1
石巻地域及び周辺地域に住む
女性

5 Amanecer ・アクセサリーを取り扱うECサイトの運営
通年(前期からの
継続事業)

石巻市内
（販促地域は全
国）

2
石巻地域及び周辺地域に住む
女性

6
石巻市子ども・子育て利用者

支援等事業

石巻市ささえあいセンター２Ｆいっしょissyo　えきまえにて、
0歳～18歳までのこども及びその保護者の相談支援・情報
提供、講座を行うとともに、関係機関との連絡調整を実施
し、子育てに関する不安や悩みを持つ方を支援する。

令和2年7月1日か
ら令和5年6月30日
まで

石巻市ささえあい
センター 2F いっ
しょissyo　えきま

え

16

市内に居住する0歳～18歳未満
のこども、子育て中のママ・パ
パ・祖父母の方(妊娠されている
方も含む)

8,569

7 コミュニティスペース事業

・子育て相談会や親子向けのワークショップやイベントを含
む、ママこども食堂の開催。
・企業との協同事業として、ママ向け・親子向けのイベント
開催
・コミュニティスペースの貸出し
・ママこども食堂ネットワーク会議の参加
・宿泊、住所登録可能な一時的な避難場所を兼ねた親子
の居場所運営
・子育て中の困窮家庭への物資提供

通年(前期からの
継続事業)

コミュニティスペー
ス・バタフライ
ほか

2

・子育て中の母親、他養育者
・地域のこども達

・新しいチャレンジをしたい地域
の女性

2,894

8
石巻圏域の復興住宅でのコ

ミュニティ形成支援事業

復興公営住宅の集会所・当団体のホールにて、住民の
ニーズに合ったサロン活動やイベントを開催し、コミュニティ
形成を支援する。サロン活動の講師は地域住民に依頼し、
出番と居場所を作る。

通年(前期からの
継続事業)

石巻市周辺地域
の復興住宅の集
会所等

2
復興住宅入居者

および以前、仮設住宅に入居し
ていた住民等

3,630

9 復興コーディネート事業
被災地での支援活動を希望する個人、企業、NPOに対し視
察、ボランティア、研修などのプログラムを企画し、提供す
る。

通年(前期からの
継続事業)

石巻市及びその
周辺地域

5
被災地での人材研修、ボランティ
ア作業および視察を希望する個
人、企業、NPOなど

911

10 グッズ販売
・無事かえるシリーズの商品監修、販促
・石田裕之さんの「やっぺす♡石巻」（楽曲および楽譜CD）、
くるりの「石巻復興節」CDの販促など

通年(前期からの
継続事業)

全国 2
物品購入・販売を通して石巻に

貢献したいと考えている人、防災
グッズやCDの購入者

115

11 管理部門および共通

・規定およびルールの策定
・全体mtgの運営
・理事会、総会の開催とその準備
・監督官庁への報告
・事業計画と事業報告の作成
・総務　・経理
・人事（新スタッフの募集）
・給与体制の見直し
・メルマガ（やっぺす通信）の発行（1回/3月）
・ブログやFB、Twitterでの情報発信
・活動報告会の開催
・年次報告書の作成
・各種取材、調査やアンケートへの対応
・助成財団や支援者、行政や関係各所とのやりとり
・寄付対応
・いしのまき会議（いしのまき市民公益活動連絡会議）への理事
としての参加
・ウェブサイトの修正

通年 事務所 5 13,001

女性の
活躍推

進

子育て
支援

復興支
援活動

特定非営利活動法人石巻復興支援ネットワーク第10期事業報告書

2020年4月1日から2021年3月31日まで

１　事業の成果

　第10期は、管理部門を除き10の事業を実施しました。事業は3本の柱で構成しています。1つ目の柱である「女性の活躍推進」では、宮城県からの補助を受け、地域の女性の一歩を応援するスクール
事業「Gift」を開催しました。ワークショップや講座、地域企業・NPOでの職業体験を通し、年代や職業、学歴や病気の有無などの条件に関わらず「自分らしい生き方」や「自分らしい働き方」を考え・学び・
活かしていくことを目的に、インターンシップコースとスキルアップコースの2コースの選択制で実施し、インターンシップは6名が5か所の企業やNPOで職業体験を修了、スキルアップコースは14名が修了
し、地域の女性のエンパワーメントに貢献することができました。
　昨年度から引き続き、JJCC助成プログラム「ストレスを抱える女性の自己回復力向上のための人材育成事業」では、女性の能力がさらに活かされる地域社会につなげることを目指し、ジョンソン・エン
ド・ジョンソン日本法人グループの助成を受け、ストレス対処の手法を提供できる人材を育成するためのスクールを開講。昨年度のコーチングの有資格者8名に続き、メンタルヘルスアドバイザー10名、
レジリエンスコンサルタント8名を養成し、今後の活動のサポートとネットワーク構築のため新人講師のネットワーク会議を設置し、2回開催しました。プログラム最終年度となる次年度は、養成された新人
講師を中心に地域にストレスケアの手法を広げていきます。
　2つ目の柱である「子育て支援」では、コミュニティスペースバタフライにて、やっぺす！ママこども食堂を継続して開催しました。昨今のコロナ禍の影響を受け、１組限定や少人数での複数回の実施、
調理した料理の提供からお弁当の配布に切り替える等、試行錯誤しながらの開催となりましたが、沢山の親子が参加され、開催総回数：153回、総参加人数は700名（大人：318名/子ども：382名）　250
組、610名（大人：260名/子ども：350名）にのぼりました。
　また、7月より石巻市の委託を受け、子育て世代包括支援センターいっしょissyoえきまえ（石巻市ささえあいセンター（ほっとぉ～る）内）の運営を開始しました。利用者支援事業・地域子育て拠点事業・
助産師による産前産後「心とからだのトータルケア推進事業」で構成されており、相談支援、情報提供、講座を行うとともに、関係機関との連絡調整等を実施し、 子育てに関する不安や悩みを持つ方の
負担の軽減を行っています。
　コロナ禍で親子からの相談や行政機関等の関係各所からの相談が急増し、それらに対応するべく、12月より新たに「やっぺすハウス（シェルター機能をもつ、貸しハウス）」の運営やフードパントリー事
業を開始。各企業様や地域の協力者に支えられ、困難な状況にある親子とともに「今」を乗り越えるための事業が始まりました。
　3つ目の柱である「復興支援活動」では、復興公営住宅コミュニティ形成支援事業として、コミュニティ形成と住民の生きがい創出を目的とし、サロン活動やイベント、バス遠足を開催しました。年間66回
のサロン活動・イベントを開催し、のべ1,011名の参加があり、コロナ禍でさらに外出の機会が減少しているなか、住民の孤立・孤独死の防止に繋げることができました。次年度はこれまで一緒に活動を
してきた住民講師を中心に、さらに多くの場所で開催し、地域住民主体の活動を根付かせていきます。
　復興コーディネート事業では、今年度は135名の社会人・学生らのボランティア活動や視察を受け入れました。コロナ禍で移動自粛の為、足を運ばれる人数は大幅に減少しましたが、各企業や団体が
現地の現状を撮影し、多くの足を運ぶことができない全国の皆様に届けていただきました。グッズ販売では、無事かえるシリーズ「ビーンドール」が新たに発売され、ご好評をいただいております。
　今年は3月13日に活動報告会を石巻で実施しました。新型コロナウイルスの感染対策の為、石巻会場とオンラインでやっぺすや石巻を応援してくださる皆様をつなぎ、全国のステークホルダーと石巻
で活動をともにする住民のべ93名に対し、1年の活動報告を実施し、今後の事業展開につなげました。

２　事業に関する事項

事業名

936



事業
の柱

事業名
収益/
非収益

事業の目的 事業内容 事業概要
事業実施
日時・期間

事業実施
場所

事業マネー
ジャー

およびスタッフ

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び人数

活動資金 今期の事業の成果（アウトプット） 今期の事業の成果（アウトカム） 今後の課題 第11期以降の展開イメージ、課題

（５）石
巻市内及
びその周
辺におけ
る雇用の
創出及び
起業の促
進等に関
する事業

1
ストレスを抱える女性の
自己回復力向上のため

の人材育成事業
非収益

石巻地域の女性がストレスと
向き合い、自らを回復させる
力をつけ、女性の能力がさら
に活かされる地域社会づくり
の実現を目指す。

石巻地域の女性たちが発災に起因する精
神的な苦痛、生活環境、職場からくるストレ
スとうまく付き合い、自ら回復する力を付
け、女性の能力がさらに生かされる地域づく
りにつなげることを目指し、コーチング・レジ
リエンス・メンタルヘルスの資格者の養成、
ブラッシュアップ、ネットワーク構築を行う。

「ストレスを抱える女性の自己回復力向上のための人材育成
事業」は、女性の能力がさらに活かされる地域社会につなげる
ことを目指し、医薬品会社ジョンソン・エンド・ジョンソンの助成
を受け、ストレス対処の手法を提供できる人材を育成するため
のスクールを開講。コーチング・メンタルヘルス・レジリエンス分
野の3本立てで講座を開設。
2年目の2020年は、1年目で誕生した新人講師8名が石巻市及
びその周辺の市町村に住む方々を対象とし、ストレスケア等の
手法を提供しました。
”メンタルヘルス””レジリエンス”分野では、NPO法人日本サー
ビスマナー協会、一般社団法人レジリエンスコンサルタント協
会の資格取得を目指し、メンタルヘルス10名、レジリエンス8名
の受講生全員が新たに新人講師としてのスタートを切りまし
た。

通年(前期からの
継続事業)

石巻市内

兼子
戸田(美)

三浦
堺本

4 石巻地域及び周辺地域に住む女性

・ジョンソン・エンド・ジョ
ンソン日本法人グルー
プからの助成金

・自己資金

■新人コーチによる講座など実施サポート
・新人講師8名が講座実施や相談員として活動した。
■メンタルヘルスアドバイザー認定講座
・8名のところ申し込み４９名から面談選考の後、定員
10名へ増員。
・全員一発合格
■レジリエンスコンサルタント認定講座
・8名のところ申し込み１０名から面談選考の後、8名
が受講
・全員一発合格
■新人コーチフォローアップ講座実施
■第1回/第2回　講師ネットワーク会議の開催
・新人講師たちのネットワークをつくり、各自の課題共
有と相互サポートを目的とした定期的なの会合（年2
回）を実施
■地域のストレスチェックアンケート実施
・地域のストレス度を測るための簡易的なアンケート
を働いている女性を中心とした地域住民（100名程度）
と現在、仕事をもたない地域の子育て・介護を担う女
性や地域住民（50名程度）へ実施

・メンタルヘルスアドバイザー認定講座アンケート結果より：プログラム全体で90％の受講生
が「満足/ほぼ満足」と回答した。
・レジリエンスコンサルタント認定講座アンケート結果より：プログラムを受講し90％の受講
生が「かなり前向きな気持ちになった」と回答した。
・やっぺすママこども食堂で、新人コーチ5名が相談員として32名の相談者（子育て中の母
親）に対応した。
・ささえあいセンター内のいっしょルームにて、新人コーチ5名が相談員としてのべ1068名の
相談者（子育て中の母親）に対応した。
・コーチ1名がやっぺすハウス（シェルター機能をもたせた貸しハウス）入居者１名の相談に
対応した。
・山上あい子さんが講座を開催し、10名の方に参加者に手法を伝えることができた。
・西村優子さんがいっしょルームにて、子育てコーチング講座を開催し、４名の参加者の親
子にコーチングを伝えた。
・栗原千枝子さんが学習塾の専任コーチとして中学生の塾生と保護者へ手法を提供した。
・及川智恵美さんが鹿又小学校にて保護者を対象としコーチング講座を開催し、、やっぺす
ホールにても７名の参加者へコーチングを伝えた。
・家庭教育支援学級の講師登録を行い、登録者２０名増加。
・スクールについて、石巻かほく新聞など多数の新聞、地域情報誌などでも紹介された。

講師たちのネットワーク会合を通
じて、地域のストレス傾向を分
析、翌年度以降の事業計画に反
映させることで、事業成果のさら
なる拡大へとつなげる。

・ストレスケア、心身の回復手法における
２つの手法(メンタルヘルス、レジリエンス)
について、指導者育成のための養成講座
研修をおこなう。
・女性のためのパーソナルコーチング法に
ついて新人講師より講座実施や相談対な
どをおこなう。
・今後の課題共有と相互サポート、情報共
有の場として講師ネットワーク会議やスト
レスケア事業報告会の開催を行い、今後
の活動の継続につなげる。

（１）石
巻市及び
その周辺
の市民に
対する市
民活動の
機会及び
情報の提
供に関す
る事業
（５）石
巻市内に
おける雇
用の創出
及び起業
の促進等
に関する
事業

2

女性と社会をつなぎ多様
性のある地域づくりを目
指すインターンシップ・ス

クール事業

非収益

年代や職業、学歴や病気の
有無などの条件に関わらず,
地域に暮らす女性が「自分ら
しい生き方」を考える機会を
作り、エンパワーメントするこ
とで、多様性と包摂性のある
社会の実現を目指す。

地域の女性の社会参画を支援し、女性の視
点を活かした地域づくり、女性活躍推進を
目指し、スキルアップとインターンの２コース
にわけたスクール事業を実施する。
・託児付き講座（パソコン、自己分析、セルフ
ケア等）
・地元企業または、NPO等でのインターン
シップ。

女性が視野を広げ「自分らしい生き方」を考えることで、女性の
自立と社会参画を推し進め復興まちづくりに繋がることを目指
し「地域女性の一歩を応援するスクール事業　Gift」として、「ス
キルアップコース」「インターンシップコース」2つのコースで連
続講座を企画・実施しました。
スキルアップコースは、自分がしたいことに向けた「Zoom講座」
など4講座。インターンシップコースは、就労にむけた「適職診
断」など3講座と、地域のNPO団体や企業での就労体験を行い
ました。
また、両コース共通講座として、「時短家事講座」「メイク講座」
のような実践的なものや、「SDGs講座」「石巻市議との意見交
換会」のように地域課題解決や復興まちづくりについて考える
講座を行い、合計10～11回の講座を開催しました。
各講座後には、地域で活躍する女性起業家の講話を合わせ
て行い、受講生が「身近な先輩」と出会える機会となりました。

令和２年６月１５
日から令和３年３
月３１日まで

石巻市内
兼子
柏原

その他
2 石巻地域及び周辺地域に住む女性

・宮城県
ＮＰＯ等の絆力を活か
した震災復興支援事業

・自己資金

■スクールとインターンシップ事業
・スキルアップコースとインターンシップコース2コースのスクー
ルを実施
・A）スキルアップコース　4回
(自分がしたい事に向けて役立つ講座)
・B）インターンシップコース　3回
（就職に向けての準備講座と、有償インターンシップ体験）
・A・B）両コース共通の講座　7回
・参加者：スキルアップコース14名
インターンシップコース6名　合計20名が修了
・インターンシップで女性を受入するNPOや社会的企業：３団
体,２企業
・スクール開催に関わった講師：８名
・スクール開催に関わった地域女性起業家：12名
・事業報告書の作成：300冊
・世代や価値観の違う女性同士がスクールを通じてコミュニ
ティを作ることができた。
・自分の今後の目標が定まった。自分を知ることができた。
・様々な講座を受けることで、新しい物事に興味を持つことが
出来て視野が広がった。
・インターンシップをすることで、就労のイメージをよりリアルに
体験することができた。
・地域ですでに活躍している身近な先輩たちを知り、つながる
ことができた。

・地域の女性が交流する機会をつくることで、女性活躍を推進する地域づくりの実現の一助
となった。
・キャリアプラン講座やインターン体験などを通して、子育てや介護、病気の療養をしながら
でも家事と仕事等の両立をさせながら働くという選択肢が増えた。
・様々な状況にいる女性が、講座や意見交換会などに参加することによって、「女性の力」
がエンパワーメントされ、被災地の復興まちづくりに自主的に関わるという意識が醸成され、
地域の今後の経済発展や人材育成につながる。
・インターンシップを通じて、被災地の地域課題に取り組むNPOや社会的企業の活動に参画
することで、自らが暮らす地域社会のことを深く知り、市民の主体性が高まった。
・地域で女性が活躍できる場をつくることで、ジェンダー平等を達成しすべての女性のエン
パワーメントを図ることができる地域社会の実現につなげることができた。

地域の女性たちが様々な価値観
を知り、視野を広げていくことで、
多様性を認め合える地域に繋が
る。今後も、講師や女性起業家、
地域で活動する団体などと繋が
ることができる機会を創出し、受
講生たちが当事者として地域課
題に取り組み育つ環境を整え、
エンパワーメントされた女性たち
が、次の世代を育てる立場にな
るよう、学びの循環ができる土壌
づくりをしていきたい。

地域の女性達がロールモデルとなる先輩
起業家から学び、繋がれる場の創出と、
地域企業やNPO団体等でのインターン事
業は非常に効果が高いことを実感してお
り、継続して実施していきたい。

（５）石
巻市内に
おける雇
用の創出
及び起業
の促進等
に関する
事業

3 創業支援事業 収益

宮城県内の起業家もしくは経
営者らの創業支援拠点の運
営とこれまで支援した受益者
らへのフォローアップを継続
的に実施し、地域の産業発展
に寄与する。

・石巻やその周辺地域の起業者等にイン
キュベーションオフィスとしてスペースの一
部を貸し出す。
・地域で求人する企業・団体と、就労を希望
する人とをマッチングし、地域の雇用促進を
図る。
・創業支援等に関するセミナーを開催し、地
域経済の活性化と雇用促進を図る。

石巻市は震災以前より過疎化、少子高齢化問題が深刻な地
域であることから、人口減少による市場圧迫などに左右されな
い自立した形での地方経済圏（創業土壌）の安定化と、産業
シーンの新陳代謝を活性化させた人・物・事・金が循環する基
盤を整備することが重要であると考えられます。
　そのため、本事業では、創業希望者や既存の創業者らが時
代の変化の速度に合わせて学び続けられる土壌と、彼らが講
師として後発の創業者らに学びを提供し続けられる土壌の２つ
を創出する。

通年(前期からの
継続事業)

石巻市内 兼子 1

宮城県内にて事業を営む事業者や
経営者
又、潜在している起業家
就労希望者

自己資金

・【寄付で市民活動を支えるイベント】池上彰氏講演会
「新型コロナウイルスが世界を席巻する今私たちにで
きることは？」開催
・創業、経営等相談対応件数延べ　30件
・創業支援WEBサイト「やっぺすBiz」図鑑ページ掲載
事業者数　延べ63件

・個別でプレゼン資料の作成、補助金の申請書の作成をサポートし、補助が決定した。
・相談者と税理士等の専門家をお繋ぎすることで、経営の改善や効率化に役立てることが
できた。

・コロナ禍により、起業者にも厳
しい状況が続いており、事業継
続等に向けての支援が必要であ
る。

起業者や創業者のニーズを探り、時代や
環境の変化に応じた創業支援を継続して
展開していく。

（５）石
巻市内に
おける雇
用の創出
及び起業
の促進等
に関する
事業

4 おうち仕事 収益
外で働けないママたちが社会
と関わり収入を得る機会を作
る。

手仕事（制作）を依頼したい企業と共同で、
ママたちへ内職を提供する。

小さな子どもが居る母親は自分のペースで働ける場所がなく、
外にもなかなか出られないのが現状です。彼女たちのどんど
ん閉じこもっていく状況を改善し、また生活再建のための収入
を得る機会を作るために当事業をスタートしました。当事業は
復興支援を希望する東京、大阪などの企業と共同で、子育て
中の女性向けの手仕事を中心とした内職を提供しています。
2020年度は（株）イストワール、（一社）rennsa(アズボヌール）
から前年度より引き続き委託を受け、手仕事を通して社会と関
わるきっかけも提供しています。

通年(前期からの
継続事業)

石巻市内 松坂 1 石巻地域及び周辺地域に住む女性
（株）イストワール、

（一社）rennsaからの
制作費、管理費

・（株）イストワール
　マスクチャームアクセサリー製品制作、検品、値札
つけ
　

・（一社）rennsa　アズボヌールレザーアクセサリー
　リング、キーホルダー類、ピアス、ネックレス、ブレス
レット制作

　
　
　

・延べ4名へ内職を依頼
・支払い内職賃　￥182,300（2020年5月～2021年4月まで）
・アズボーヌール新作レクチャーをオンラインにて実施
・内職作業者を講師に作業会を実施

・内職希望者へ提供できる内職
が少なく難しい。
・技術面での個人差があり制作
者が偏りがちになる。
・ワークショップの定期開催をし、
技術面のフォローをする。

・イストワール　値札下げ、アクセサリー制
作
・アズボヌール　レザーアクセサリー制作
・ソンリサ　アクセサリー制作
・おうちしごとを紹介しているHP「Viento
ヴィエント」リニューアル実施

（５）石
巻市内に
おける雇
用の創出
及び起業
の促進等
に関する
事業

5 Amanecer 収益
小さい子どもをもち、引きこも
りになりがちな母親たちの社
会参画の機会を創出する。

・アクセサリーを取り扱うECサイトの運営

震災後、生活を再建し始めた小さな子どもを持つ母親たちに
は、育児によるストレス等が更に加わることにより、幼児虐待
や育児ノイローゼに陥る可能性が懸念されています。このよう
な問題の解決の為に、母親たちの子どもが居ながらにして収
入を得る機会や閉じこもった生活から一歩外へ出られるような
場を提供することが必要だと考え、当事業をスタートしました。
被災した母親たちが製作するアクセサリーブランドを自団体で
運営し、より一層の効率化を図る為、運営サイトの変更、アク
セサリーデザインを自分たちで行っております。

通年(前期からの
継続事業)

石巻市内
（販促地域は
全国）

松坂
兼子

2 石巻地域及び周辺地域に住む女性 自己資金 ・制作者雇用数：2名
・新商品を3月に展開し、復興へ歩み続けるママたちのストーリーと未来への想いをを商品と
いう形で外部へ発信した。

・外的要因、内的要因に左右さ
れる現状を打破し、収益事業とし
ての機能を果たせる様尽力した
い。
・製作者とアイデアや意見を出し
合える機会をつくり、新作デザイ
ンへ反映したい。

・来期も継続はするが、震災風化やコラボ
レーション先（plage）との継続コラボレー
ションが困難となり売上が著しく低下して
いるため、針を売上ベースからストーリー
ベースとする。
具体的には、製作者や製作地な、商品ス
トーリーを前面に押し出し商品開発や生
産は商品開発/年2商品、新商品リリース
時生産数/2〜3ヶと減少させ人件費や資
材費をカットする。

（７）本
条各号に
定める事
業に係る
施設等の
管理運営
に関する
事業

6
石巻市子ども・子育て利

用者支援等事業
非収益

石巻市内の子育てに関する
不安や悩みを持つ方の精神
的負担の軽減を図る。

石巻市ささえあいセンター２Ｆいっしょissyo
えきまえにて、0歳～18歳までのこども及び
その保護者の相談支援・情報提供、講座を
行うとともに、関係機関との連絡調整を実施
し、子育てに関する不安や悩みを持つ方を
支援する。

本事業は石巻市より業務委託を受け、2020年7月1日に「いっ
しょるーむ」として石巻市ささえあいセンター内に開館しました。
翌年4月1日より、「いっしょ　えきまえ」と改称して現在は、新型
コロナウイルス感染症防止のため、人数・時間制限、消毒の徹
底を行いながら、継続して開館しております。
いっしょ　えきまえは妊産婦相談含む相談支援や情報提供、子
育てに関する講座を行うとともに、関係機関との顔の見える連
絡調整を実施し、 子育てに関する不安や悩みを持つ方の精
神的負担の軽減を図ることを目的として事業展開しておりま
す。また、合わせて遊びのスペースもございます。大型の遊具
や、ボールプール、知育玩具や多くの絵本が設置されており、
ご来館して頂いた方の多くが継続して利用しております。
市内に居住する0歳～18歳未満のこども、子育て中のママ・パ
パ・祖父母の方(妊娠されている方も含む)ならどなたでも無料
でご利用いただけます。

令和2年7月1日か
ら令和5年6月30
日まで

石巻市ささえ
あいセンター
2F いっしょ

issyo　えきま
え

兼子(真)
兼子
髙橋
柏原

16
市内に居住する0歳～18歳未満のこ
ども、子育て中のママ・パパ・祖父母
の方(妊娠されている方も含む)

石巻市からの委託金

【利用者支援事業】
・子育て等に関する相談件数25件(ながら相談を含め
ない)
・広報：相談に関する発行物〇枚
・広報：妊産婦相談に関する発行物〇枚

【地域子育て拠点事業】
・子育て及び子育て支援に関する講座開催13回124
人参加
・いっしょ　えきまえ(遊びのスペース)総来館者数3933
名

【助産師による産前産後「心とからだのトータルケア推
進事業」】
・助産師が行う妊産婦相談件数５９件
・助産師が行う妊産婦講座開催10回44名参加

※いずれも、2020年7月～2021年3月までの数字

初年度として、地域の方に子育て世代包括支援センターとして認知、理解を頂くことで、子
育ての負担の軽減や子育て中の悩みについて相談できる場所、そして、子育てに係る講座
を開催している場所として確立することが出来た。また、地域子育て拠点として、来館された
方同士で交流が生まれ、子育て中の孤立を防ぐことが出来ている。実際に利用者から前述
の内容の声を頂いている。さらにその輪が広がることによって効果は大きくなることは言うま
でもない。

・相談件数が伸び悩んだことが
利用者支援事業として課題。周
知のため、地域子育て拠点事業
(遊びスペース)を大きくメディア、
SNSで取り上げたことから、相談
が出来る場所の側面が薄れてし
まった。
・スタッフの研修(スキルアップ)が
必要。また、スタッフ全員が一堂
に会して意見のすり合わせや、
方向性を統一させることを行える
時間の確保が出来ていなかっ
た。

・広報物や週1～2回相談員(ちぐささん、
根岸さん)を配置することによって「相談も
できる遊べる場所」から、「遊ぶこともでき
る相談できる場所」へとシフトチェンジして
いく。もちろん、スタッフも意識して従事し
ていく。

・週一回程度、保育所へインターンを行い
支援者としての意識、動きや子どもへの
接し方等への理解を深めていく。

・昨今の世情を鑑みて講座のオンライン
化

女

性

の

活

躍

推

進

子

育

て

支

援

石巻復興支援ネットワーク　第10期（2020年4月～2021年3月）事業報告

1 / 2 ページ



事業
の柱

事業名
収益/
非収益

事業の目的 事業内容 事業概要
事業実施
日時・期間

事業実施
場所

事業マネー
ジャー

およびスタッフ

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び人数

活動資金 今期の事業の成果（アウトプット） 今期の事業の成果（アウトカム） 今後の課題 第11期以降の展開イメージ、課題

石巻復興支援ネットワーク　第10期（2020年4月～2021年3月）事業報告

（１）石
巻市及び
その周辺
の市民に
対する市
民活動の
機会及び
情報の提
供に関す
る事業
（８）そ
の他、石
巻市の復
興に関す
る事業

7 コミュニティスペース事業 非収益

地域の母親たちが気軽に集
い、悩みを共有できるコミュニ
ティスペースを運営すること
で、子育て中の母親たちの孤
立、不安の防止、積極的に活
動する母親たちのチャレンジ
を応援する。

・子育て相談会や親子向けのワークショップ
　やイベントを含む、ママこども食堂の開
催。
・企業との協同事業として、ママ向け・親子
向
　けのイベント
 ・コミュニティスペースの貸出し
・ママこども食堂ネットワーク会議の参加
・宿泊、住所登録可能な一時的な避難場所
を
　兼ねた親子の居場所提供
・子育て中の困窮家庭への物資提供

石巻地域は、震災以降、少子化や貧困問題等、多くの課題が
顕在化しており、同時に仮設住宅、復興住宅、家族の転勤など
でコミュニティが分断し、孤立しがちで育児にストレスを抱えて
おり母親が多く、それが育児放棄や虐待などに至る危険性を
はらんでいる。
さらに今期は新型コロナの緊急事態宣言により、家事や育児
の負担が増えた母親と、子どものストレスケアが必要となっ
た。
「ママこども食堂」や「子育て相談会」は母親たちが気軽に相談
できる機会や、安心して遊べる空間の提供。お弁当を持ち帰り
による家事の負担の低減や学び・趣味の場の提供することに
より、子育て中の母親の孤立を防ぎ、育児・家事ストレスの解
消へと繋がる。参加者からの声を生で聞くことができる機会で
もあるため、隠れている課題をあぶり出しすることができた。ま
た、これらの課題解決に向け「避難場所を兼ねた親子の居場
所運営」、「子育て中の困窮家庭への物資提供」は、相談者が
行政のサービスに繋がるまでの緊急的な措置として簡易な手
続きで利用できるものとし、必要に応じて行政や他団体と連携
を取りながら対応することで、より安心して子育てができる地
域、環境の改善につなげていく為開始した。

通年(前期からの
継続事業)

コミュニティス
ペース・バタフ
ライ
ほか

柏原
渡邊

2

・子育て中の母親、他養育者
・地域のこども達
・新しいチャレンジをしたい地域の女
性

・赤い羽根チャリティ
  ホワイトプロジェクト

・公益社団法人 Civic
 Forceパートナー事業

・J-coin基金

①やっぺすママ子ども食堂開催総回数：153回
　総参加人数　700名　（大人：318名/子ども：382名）
　うち、子育て相談会同時開催（63回）
　うち、子ども食堂番外編　病後児ミルク室看護師初
貝先生の日（7回）
　うち、こども食堂と組み合わせたワークショップの開
催（全26回）
　※新型コロナウイルス感染症対策のため、時間と人
数制限を設け、相談と遊び場、お持ち帰りのお弁当を
提供

②石巻圏域こども食堂連絡会議　（7回）

③日清製粉グループ本社協賛企画
   ふれあいキッチン2020年度オンラインパン教室　1
回
　参加人数　会場 6名　ZOOM　4名   合計　10名
④宿泊、住所登録可能な一時的な避難場所を兼ねた
親子の居場所提供。12月より、ハウス1棟の運営開始
（相談７件・提供に繋がった件数3件）
⑤子育て中の困窮家庭への物資提供
　個人・行政相談窓口経由で来た相談者への食材・
物資の提供と購入支援（31世帯・ 80回）

 ・子育て相談会を開催することにより、育児の相談がなかなか出来ないお母さん達が、こそ
だて相談会の講師に気軽に悩みや心配事を話し、状況によっては専門的なアドバイスを受
ける事によって、不安やストレスを解消、軽減出来る傾向にあった。3月に回収したアンケー
ト結果により、この場所があってよかった。こどもの成長にあわせて話ができるところがい
い。など100%満足しているの評価を頂けました。コロナ禍の中でも少人数だからこそゆっくり
お話していただけた。
・こども食堂参加から行政や弊団体の講座受講に繋がり、母親のエンパワーメントに発展し
た。
・遊び場が少ない地域現状において、親子で安心して全身を使って伸び伸びと遊べる環境
を提供でき、コロナ禍のストレス緩和にもつながった。
・石巻地域こども食堂会議への参加により、地域団体との交流・共有・連携が取れるように
なった。
・こども食堂の活動が徐々に地域に浸透し、地域住民や婦人会、企業等から食材支援が増
え、地域全体で子育てをする土壌づくりに寄与することができた。
・企業からの野菜ジュースなどの健康食材提供により、参加者によりバランスの良い食事を
提供することができた。お子さまの野菜嫌い克服や健康改善につながった。
・地域において、一時的な避難場所となる居場所の必要性に気づき、簡易な手続きで利用
できるハウスの設置ができた。
・食材をはじめとした物資提供を通し、相談者世帯が行政のサービスに繋がるまでの間の
経済的・精神的負担を軽減。虐待やDV被害の早期対応に繋がった。

・コミュニティスペースバタフライ
の運営計画の策定
・イベント開催の財源の確保
・集客、広報の方法について改
善点を検討、実施
・コミュニティスペースバタフライ
を使用して頂ける方の繋がりを
強化
・コロナ禍での開催検討・感染防
止強化
・虐待やDV、貧困問題等、なくな
らない課題や、公的制度では対
応が難しい「狭間」の相談者に対
する支援の継続
・行政や他団体、企業との連携
の強化

・コロナ禍の収束に合わせて参加者人数
を増やしていく。
・今後もこども食堂や子育て相談会の開
催を通して、ボランティアスタッフや地域住
民のつながりを深めながら、食育の推進
や安心・安全な場の提供、子育て中の保
護者のサポートに努めていく。
・ママ子どもに関するイベントや講座の実
施回数の増加を検討
・体を動かす教室や学習支援事業などを
交えてイベント企画検討
・一時的な避難場所を兼ねた親子の居場
所（ハウス）の増設
・パントリーの設置と、物資支援の拡充

（８）そ
の他、石
巻市の復
興に関す
る事業

8
石巻圏域の復興住宅で
のコミュニティ形成支援

事業
非収益

 石巻市内数か所の復興公営
住宅の集会所にてコミュニ
ティ形成と住民の生きがい創
出のためのサロン活動やイベ
ントの開催。

復興公営住宅の集会所・当団体のホールに
て、住民のニーズに合ったサロン活動やイ
ベントを開催し、コミュニティ形成を支援す
る。サロン活動の講師は地域住民に依頼
し、出番と居場所を作る。

石巻市内の復興公営住宅集会所にて、コミュニティ形成と住民
の生きがい創出と自信の回復の為に月6-7回程度サロン活動
を行いました。今年度はコロナ禍の自粛による健康被害の軽
減にも力を入れた活動となりました。自宅再建による孤独を軽
減するための収穫祭や遠足も時期を調整しを計画し地域や復
興住宅という壁を外して交流する機会を持ち、コロナ感染防止
対策を取りながら実行しました。また外部からのニーズと住民
のニーズをマッチングしたイベントの企画・運営にはオンライン
を使用するなどできる限りのイベントの実施に努めました。住
民講師にはスキルアップ講座の受講を促し、インストラクター
の資格取得をしました。

通年(前期からの
継続事業)

石巻市周辺
地域の復興
住宅の集会
所等

戸田
近藤

2
復興住宅入居者

および以前、仮設住宅に入居してい
た住民等

・宮城県
心の復興支援事業

・公益社団法人 Civic
Forceパートナー事業

・バス遠足2回実施
・復興支援イベント68回実施参加人数延べ人数　1028
名
・2つの新講座開催（すずめ踊り・パークゴルフ）新講
師　2名
・クラフトバンドインストラクター取得　3名
・脳トレドリルの作製、配布　3回　合計100部
・コロナ自粛に伴う課題の制作　3種（マスクづくり・か
ご作り・水引結び）
・コロナ自粛期間の電話による傾聴　50回
・地震発生に伴うこころのケア　30名（主に一人暮ら
し）
・他復興住宅での新イベント開催にともなう相談　1か
所
・老人福祉施設でのイベント依頼による開催　2回

・受益者から新講師誕生2名のうち一人が男性の講師なので、今後男性の参加が見込まれ
る。
・コロナ対策では宿題の設定に伴い、「教え合うこと」で参加者間での電話のやり取りが始ま
り、制作意欲が増え、認知症の予防にもつながっていると参加者の声をいただいている。
・高齢化による免許の返納などにより、遠出の機会が失われている。脳トレドリルに活動写
真を入れることにより、参加意欲が増し、「遠足など自分も参加したい」との声を多く聞かれ
た。仮設での知り合いを見つけて、懐かしむ様子も見られ、再会を楽しみにしている。
・コロナ自粛の時期は特に電話でゆっくり個人的な話を聴いてもらえて悩みや不安、孤独感
の軽減、コロナ鬱の予防につながったとの言葉をいただいている。
・地震の発生後の安否確認の電話はひとり暮らしの方にとても感謝され、地震に伴う心細さ
と不安に軽減になっている。

・参加者と一緒にイベントの開催
（講師=スタッフ有償）
・受益者から講師を増やす。
・企業とのコラボイベント（カゴメ
健康講座→とだ・近藤で講座を
開く、カゴメたいそうの開催）

・新資格取得3名
・自粛期間の運動としてやっぺす
ヨガ教室をDVDにする
・広報活動としてYouTube配信
「ババチャンネル」発信する
・実人数300人

・開催場所を増やし、お茶会からニーズを
とらえて学びの場とする・
・毎月の定期イベントにしていく。

・全体を復興住宅支援からやっぺすカレッ
ジとし学びの場とする相談業務はその中
に組み込む

（８）そ
の他、石
巻市の復
興に関す
る事業

9 復興コーディネート事業 収益

被災地のニーズと被災地外
の支援ニーズとをマッチング
することで、震災の風化を防
ぐとともに、復興を加速させ、
地域の活性化へと繋げる。

被災地での支援活動を希望する個人、企
業、NPOに対し視察、ボランティア、研修な
どのプログラムを企画し、提供する。

現地のニーズと組み合わせながら、企業・大学・各団体の支援
活動や社員研修、視察、スタディツアーのコーディネートを行っ
ています。
復興公営住宅でのコミュニティ形成支援、人口が減った地域で
の生業支援等、まだまだ支援を必要としている方々を支えると
ともに、震災の風化を防ぎ、いつどこで起きるともわからない災
害に対して、参加者の防災・減災意識を高める効果も期待して
います。
また「復興の過程」や「防災学習」、「女性の活躍促進」等を
テーマに、代表理事等による講演活動やワークショップの実施
にも力を入れており、被災地の現状を伝えたり、復興まちづくり
における女性の役割やリーダーシップについて、お話していま
す。

通年(前期からの
継続事業)

石巻市及びそ
の周辺地域

兼子
萱場
戸田
柏原
髙橋

5
被災地での人材研修、ボランティア
作業および視察を希望する個人、企
業、NPOなど

自己資金、
企業その他からの委託
費

■復興支援活動＆視察等の実績
・復興副大臣視察7月
・国連ユニタール8月
・東雲高校11月
・MDRT日本会現地視察12月
・日本女子大学2月

■講演・セミナー・パネラー登壇
・中央大学中澤ゼミ8月
・東松島市女性団体連絡協議会移動研修会10月
・宮城女子学院大学登壇12月
・柴田町防災対策実践講座12月
・宮城県みやぎの女性活躍推進サポーター養成事業2月
・公開シンポジウム「こころを表現することと仕事や活動をおこすこ
と」3月
・公開シンポジウム「本の力・文学の力」3月
・JWLI主催：ベンチャーカフェ東京登壇3月
・「3.11formKANSAI」オンライン登壇3月
■企業協働事業
・カゴメ株式会社
トマト苗寄贈5月
ベジタブルチェッカー研修会7月
・日清製粉グループ本社
ふれあいキッチン１月
パン教室3月
お披露目会3月

・石巻圏域での企業研修やボランティア活動の受け皿として、またボランティアニーズを持
つ石巻圏のNPOや市民活動とマッチングできるハブとして実質的に機能している。
・当団体ならではのコーディネートとして高い評価を得ている復興住宅での清掃活動は、
・三越伊勢丹グループ労働組合や大日本印刷㈱、プルデンシャル生命等のボランティアで
は活動にリピーターとして参加してくださる方がいる。また、その方たちが他の社員の方に
参加を勧めるという循環ができている。
・資料やファイルを整理し、マニュアル化・共有化を図ることで特定のスタッフ以外も視察案
内や当日の業務サポートができるようになった。
・復興住宅の住民も毎年楽しみにされ、住民とボランティアの心の通い合いができている。
・企業との連携により、食育に繋がるイベントを開催することができた。
・パン教室を受講した参加者が講師となり、公営住宅の集会所でパン教室を開催することが
できた。
・クレイアート講座を受けた受講生が、自分でクレイ講座を開催し、コミュニティづくりの機会
を作ることができた。

・ボランティアニーズのある団体
や活動のリサーチ。
・震災から月日が経ち、多様化
する地域ニーズのリサーチ
・業務の効率化
・収益事業として提供価値を高
めるための企画のブラッシュアッ
プ。
・震災から10年目となり、他地域
でも様々な災害が起きており、市
外、県外ボランティアのニーズも
変化してきている。

新型コロナウイルスの影響によって見通
しが立っていないが、事業自体は今年度
のように何らかの形で継続を検討してい
る。
また、団体における大きな財源の一つの
ためあらゆる方法を模索していく必要があ
る。

（２）石
巻市及び
その周辺
の復興に
資する情
報の発信
に関する
事業
（５）石
巻市内に
おける雇
用の創出
及び起業
の促進等
に関する
事業

10 グッズ販売 収益

被災の経験を生かした防災
商品を販促し、防災意識の向
上と被災時の被害軽減に尽
力する。

・無事かえるシリーズの商品監修、販促
・石田裕之さんの「やっぺす♡石巻」（楽曲お
よび楽譜CD）、くるりの「石巻復興節」CDの
販促など

無事かえるシリーズは、ナカジマコーポレーションの「かえるのピクルス」
を防災商品化し、弊団体はその監修を務めています。弊団体では本商
品を開発する段階で約100名の方々に被災時に何が必要だったかをヒア
リングしました。食料、ライフライン面、衛生面、精神面、様々な意見を頂
きました。また、私たちの経験も反映させながら考察しました。
新作のナップサックは普段から持ち歩くことで、無事かえるシリーズに込
められた防災意識を、ビーンドールは隣で見守っていてくれる癒しで安心
を感じていただき、災害への不安を少しでも和らげて防災へ取り組める
ように考えました。
現在販売している無事かえるフェイスバッグには、皆様ご自身で「災害が
起きた時のために何を入れておこうか」を考えて頂くことで防災意識の向
上が期待できます。
地域の防災訓練では、無事かえるピクルスのかわいらしさで、地域の
方々とのコミュニケーションのきっかけにつながることも期待しておりま
す。
今後、災害が起きても平時から育まれた【つながり】と【防災意識】が私た
ちのみならず、大切な隣人をも守り、無事にかえることができることにつ
ながります。

通年(前期からの継続事業)全国 兼子
松坂

2
物品購入・販売を通して石巻に貢献
したいと考えている人、防災グッズ

やCDの購入者
自己資金 ・売上：¥197,304

前年度と同様に、石巻市内はもちろん、ECサイト販売による県外購入者に加えて、外国の
方にもご購入いただくことができ、また、無事かえるシリーズが停滞する事無く販売できてい
ることから、継続的に地域から世界の範囲で、防災意識の向上とつながりの育成の一助と
なることができた。

現在庫の販促 新商品展開
既存サイトのアップデート（主に商品画像）

11 管理部門および共通 非収益

適切な事業管理と、組織運営
を行うことで、活動の成果を
最大限に高める。
石巻の復興の現状や課題、
団体活動の進捗を報告、発
信することで、支援の継続や
新たな支援の獲得に繋げると
どもに、震災の風化を防止す
る。
組織体制の見直し（事務ス
タッフの雇用を含む）、ルール
や規約の整備、目標管理など
組織内部のマネジメントを高
め、事業推進力を向上させる
とともに、スタッフがより力を
発揮し、成果を生み出せる組
織づくりを行う。
また、組織の基盤強化を行う
ことにより、自主財源率の向
上と自立的、自律的な組織経
営を目指す。

・規定およびルールの策定
・全体mtgの運営
・理事会、総会の開催とその準備
・監督官庁への報告
・事業計画と事業報告の作成
・総務　・経理
・人事（新スタッフの募集）
・給与体制の見直し
・メルマガ（やっぺす通信）の発行（1回/3月）
・ブログやFB、Twitterでの情報発信
・活動報告会の開催
・年次報告書の作成
・各種取材、調査やアンケートへの対応
・助成財団や支援者、行政や関係各所との
やりとり
・寄付対応
・いしのまき会議（いしのまき市民公益活動
連絡会議）への理事としての参加
・ウェブサイトの修正

通年 事務所

兼子
萱場
髙橋
柏原

兼子（真）

5 自己資金

◆コロナ禍による収入減少に対応（補助金申請、時短
勤務導入等）
◆3月13日、石巻市にて活動報告会の開催
◆決算書類、事業報告書を税務署および所轄庁に遅
滞なく提出した。
◆各種保険、賃貸に関する取引の更新。
◆日々の経理、総務、労務に関する業務を遂行した。
◆メールマガジンの継続発行（1回/3月）
◆2019年度活動報告書発行
◆賛助会員募集(176名：5月末現在)
◆ブログやFB、Twitterでの情報発信
◆各種取材、調査やアンケートへの対応
◆無料職業紹介事業所の継続
◆給与制度の改定
◆個別面談
◆新スタッフの採用
◆オンライン寄付サイトGiveOne登録など

◆SNSのスタッフグループでの情報のやりとり、Googleカレンダーの運用が定着し、スタッフ
間のコミュニケーションが活発化した。
◆これまでは、一部の事務局メンバーで事業計画や助成金の申請、報告を行っていたが、
事業担当者中心となり報告等を行えるようになった。
◆給与制度を改定し、個別に給与を設定することで、スタッフのモチベーションの向上、適正
な賃金体制を構築した。
◆コロナ禍のニーズに対応した事業展開を行うことができた為、行政等の関係機関との連
携が強化された。
◆プロジェクトマネジメントの手法を再度取り入れることで、事業担当者の意欲の向上、効率
化に繋がった。

◆助成金頼りにならない仕組み
づくり
◆収益事業の改善
◆業務の更なる効率化
◆各事業の事業進捗管理、月一
回の報告、事業毎の支出の管理

◆徹底した情報共有
◆団体の財務状況の把握と管理
◆プロジェクトマネジメントを運用し、振り
返りMTGの定期開催
◆個別面談（年1回）
◆報告書作成を念頭に置いて日常的に
業務を記録していく。
◆決算に向け小さなところから経費削減し
ていく。
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３　実施体制などに関する事項
（１）総会の開催状況
　　　①通常総会

・開催日時　　2020年6月29日(月)11時～12時

・開催場所　　石巻復興支援ネットワーク事務所
・出席者等　　正会員総数10名出席（内、出席者3名、評決委任者4名、欠席3名　計10名）

・議事内容　　第9期事業報告に関する事項、第9期決算報告に関する事項、

　　　　　　　　　　　役員の選任について、議事録署名人の選任に関する事項　　　　　

（２）理事会および監査の開催状況

・2020年6月23日　内部監査

　内容：前年度の理事の業務遂行状況及び財産の状況の監査

・2020年6月29日　第1回理事会

　内容：第10期事業計画に関する事項等

（３）会員に関する事項（2021年5月末現在）
・社員（正会員）数：10人（個人10人）

（４）役員に関する事項（2021年5月末現在）

・役員総数：5人（理事4人、監事1人）
・代表者：理事（代表理事）兼子佳恵

（５）職員に関する事項（2021年5月末現在）

・職員総数：24人（うち、理事兼任1人）

（６）情報発信体制に関する事項
・ホームページ
　団体公式ウェブサイト：http://yappesu.jp/

　Eyes for future公式ウェブサイト：http://eyesforfuture-yappesu.jimdo.com/

　石巻に恋しちゃった♡公式ウェブサイト：http://ishikoi.com/

　Amanecer公式ウェブサイト：http://amanecer.ocnk.net/

　おうち仕事公式ウェブサイト：http://iviento.jimdo.com/

   無事かえるリュック販売サイト ： http://bujikaeru.jimdo.com/

　 子育て世代包括支援センターいっしょissyoえきまえ：https://issyoroom.jimdofree.com/

　 ストレスを抱える女性の自己回復力向上のための人材育成事業：https://woman-jj.jimdofree.com/

　 創業支援WEBサイトやっぺすBiz：https://www.yappesu-biz.com/

各関連Facebookページ有


